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Fluorescence　Polarizadonを利 用 した抗原・抗体反応 の 解析

（阪大 院 ・工 ・応 生 ）○ 熊本孝博 、 黒川雄司 、 岩井洋子 、

小 林英 二
、 大 政健史 、 片倉啓雄 、 菅 健
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【目的】　 抗原一抗体反応 は 、 その 特異性 と親和性が 非 常に高 い こ とか ら、物 質の 同定、

分析 、 精製 、 さらに は診断薬や治療薬等に 、 現在幅広く利用 され てい る。

　一般 に 、 抗原 と抗体 との ア フ ィ ニ テ ィ を測定す る方法は 幾 つ か あ るが 、その 中で も、

簡便 で か っ 固相 に 吸着 させ る こ とな く溶液 の ま ま測 定が 可 能な、蛍 光偏 光消光 法に よ

る抗原・抗体反応の 解析 を試 みた 。

【方法 】　 牛膵臓RNase　A に対す るモ ノ ク ロ
ーナ ル 抗体 3A21 に 注 目し 、 こ の 抗体 の VH

お よび VL ドメイ ン を リン カ ーペ プ チ ドで 連結させ たsi駐gle　chain 　Fv（sFv ）に 、
　Etagを付加

した形 の 可 溶性抗 体 を大腸菌で発 現 させ た 。 この sFv の 可溶性抗 体 と、　 intaCtな 3A21抗

体とに っ い て 、 BEACON 蛍光偏光測 定シ ス テ ム を用い た抗原一抗体反応の 定量 的な解析

を行 ない 、親和 定数 を測定 した 。

【結果 】 抗RNase　A　s量皿gle　chai 鳳 Fvの 野性 型 にお け る親 和定数 の pH 依存性 は 、従来の

ELISA に よ っ て 測定 した 3A21抗体の それ とほ ぼ同様の 結果が 得 られ た 。 現在 、 野性型

お よび 超 可変領域 に ア ミノ酸置換を 導入 した変異体 と 、 抗原 との 結合に及 ぼす pH 、 イ

オ ン 強度の 影響 を調 べ て い る。
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486 難分解性塩素化芳香族化合物分解 の ため の 新規触媒の開発

　　　　　　　　（九大 ・ 農）○山中　猛 、　 割石博之 、　 田中浩雄

【目的】脂溶性塩素化芳香族化合物 の 分解 に お い て 、近 年チ トク ロ ム P4s。 に代わ りリグ
ニ ン ペ ル オ キ シダ ーゼ （Lip）が注 目されて い る 。 この酵素 は 高 い 還元電位を有 する一

電
子酸化触 媒で あ り、芳香環 よ り直接一電子 を引 き抜 く作用 を持つ

。 しか し、強 い 電子畷
引性 を有 する塩素 に よ り高 度 に置換 され た芳香族化合物は 分解で きない こ とも知 られて

きた 。 そ こで本研究で は 、 こ れ らの化合物 を酸化分解 しうる Lip 触媒反応 をミミ ッ ク し
た新規触媒の創製につ い て検 討 した

。

【方法及び結果】Lip が プロ トポル フ ィ リン IX を有す る ヘ ム タ ン パ ク質 である こ とか

臥 ポル フ ィ リン触媒 をデザイ ン す る こ と と した 。 用い るポル フ ィ リン 誘導体は（1）Lip
よ り高い 還元 電位 を有 する こ と、 （2｝化学修飾 に際 し、 反応活性点 を有する こ とが必須で

ある と思 われ た 。 種 々 の酸 化遠元電位 をもつ 基質の酸化実験及 び化学修飾の 予 備寞験よ
り（1）（2）を満足する誘 導体 としてmeso −tetra （4−carboxyphenyl ｝porphine ｛C↑PP ）を

選定 した 。
crrPP −FeUt錯体 に よ…る dibenzo 一

ρ
一dioxinの酸化で

．
は高収率でo 一キノ ン を

得 、 ジ オ キサ ン環 が効率よ く開裂する こ とが示 され た 。 溶媒効果 か らCTPP −Felll周辺 の

疎水環境 の 璽要性も示 唆 され たp 現在 、
CTPPLFeIll に化学修飾基 と して三 次元樹形状ポ

リマ ーの 導入 を試み で い る 。 本研 究の一部は化学素材研 究開発振興財団助成金 に よ る
。
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